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2 つの危機が契機に

　トキとの共生型農業が急速に拡大した背景としては二

つの要因がある．一つは農業（水田農業）の危機であ

る．佐渡では₂₀₀₄年台風被害に見舞われ，佐渡米がほぼ

出荷できない状態に追いこまれた．結果として販売店，

消費者の信頼を失った佐渡米は翌年からトキ放鳥の前年

（₂₀₀₇年）まで約₂₀％が売れ残るなどの販売不振となり，

また，売れないことによる米の生産調整の強化が進み，

水稲作付面積の減少（図 ₁）が始まるとともに，米価の

下落も進み，収入の減少と米を作れないダブルパンチな

どから水田の耕作放棄地が増加したと考えている（図₂）．

　また，トキの放鳥に向けても課題と不安に包まれてい

たと思われる．関係者の多大なる努力もあるものの，ト

キの放鳥に向けての餌場整備もボランティアや補助金に

頼った餌場づくりが限界を迎えており，放鳥前年までは

₃₀ ha程度のビオトープ等が設置されていた．しかし，

水田の生物多様性を豊かにする餌場づくりは広がりを見

せず，₆₀羽のトキの野生定着を目指すためには本当に餌
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があるのか，冬期間餌場確保はどうするのかなど不安だ

らけだった．

　トキの餌場の農業の共生を目指すために様々な検討が

なされた．佐渡は島であり，ひとつの地域である．トキ

が佐渡の自然に戻るには，佐渡全体の水田による生態系

の多様性（豊かな食物連鎖の再生）が必要であると考え

た．あわせて，農業とトキの餌場づくりを島全体で取り

組み，佐渡島全体が環境ブランドとなることが，波及効

果も大きいと考えた．その結果進められたのが，農薬，

化学肥料を減らし，より一層の安全・安心な米作りとト

キの餌となる小さな生き物の命を育む「生きものを育む

農法」を組み合わせた「朱鷺と暮らす郷づくり認証制度」

である．

朱鷺と暮らす郷づくり認証制度

　佐渡米の生物多様性ブランドによる販売力の強化とト

キの餌場づくりを両立することを目的として，認証制度

の要件を設計した．

①生きものを育む農法を実施すること．

②エコファーマー（新潟県が認証する土づくりや減化学

肥料・減農薬などの環境に優しい農業に取り組む農業

者）の取得．

③農薬，化学肥料の ₅割以上の削減（佐渡では農薬 ₈割

減，無化学肥料と無農薬，無化学肥料の栽培が行われ

ています．）が要件となっている．

　また，田んぼの生きもの調査を努力要件（₂₀₁₀年より

必須項目）としました．この認証制度の最大の特徴は農

薬，化学肥料を削減する環境保全型農業にトキの餌とな

る，水田の生物多様性を育む技術を組み合わせて，「生き

図 ₁．水稲作付け面積の推移（農林業センサス）．₁₀年間で₅₁₀ 
haの減少．

図 ₂．耕作放棄地の推移．
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ものを育む農法」とし，稲作と生物多様性を一つの制度

にした点だと考えている．

　生きものを育む農法は，具体的には，①江（え）の設

置，②ふゆみずたんぼ，③魚道の設置，④ビオトープの

設置の ₄つの技術がある（図 ₃）．

　一方では経済に循環する仕組みづくりとして，佐渡市

も販売に力を入れた．パンフレットや専用米袋（図 ₄）

の作成や，市長のトップセールス，首都圏などでのイベ

ント，販売店での店頭 PR等実施し，「佐渡産コシヒカリ

朱鷺と暮らす郷」を新たな佐渡ブランドとして販売し

た．₂₀₀₈年に実に₂₇年ぶりに佐渡の空に舞ったトキの試

験放鳥も生物多様性をテーマとした米づくりに大きな後

押しとなった．トキは水田で餌を採る（図 ₅）ことが佐

渡島民だけでなく，日本全国に理解され，消費者の支援

が私たちの取り組みと繋がりはじめたのである．

　また，佐渡市は農家支援として，佐渡版戸別所得補償

制度を策定した．再生産可能な農家所得を確保するため

に，生きものを育む農法の技術に対して上限₁₀,₀₀₀円／

₁₀ aを補てんするものである．

　島内での認証制度への取り組みは確実に増加し，₆,₀₀₀ 

haの水稲作付に対し，₂₂％の水田で生きものを育む農法

が取り組まれている（表 ₁）．

　子供達が自ら生きもの調査を実施している「佐渡 kids

生きもの調査隊」も活発な活動となっており，島内での

生きもの調査はもちろん，無農薬のお米栽培や自分たち

が育てたお米を販売し，トキの野生復帰への募金に寄付

するなど，学び，楽しみながら活動をしている．さらに，

宮城県大崎市，兵庫県豊岡市の子供達と東京大学で「世

界一田めになる学校」を実施した．田んぼの生きものの

大切さや安全・安心が人とトキの共生につながることな

どを首都圏の子供達に発信し，交流も深めている（図₆）．

　また，知の連携も進んでいる．佐渡市では大学との連

携を進めており，トキの野生復帰や認証制度の生物多様

性への効果などたくさんの大学や学生が佐渡を研究

フィールドとして活躍している．特に地元である新潟大

学とは包括協定を締結しており（東京農業大学，相模女

子大学とも協定締結），トキ自然再生学研究センターを佐

渡に設置し，生きものを育む農法の効果が佐渡島の生物

多様性へ与える影響評価，環境保全に取り組む人材の育

成などに取り組んでいる．

図 ₃．生きものを育む農法の ₄つの技術．

図 ₄．「朱鷺と暮らす郷づくり認証制度」の専用米袋．

図 ₅．水田で餌を採るトキ．

表 ₁．朱鷺と暮らす郷づくり認証制度の推移．

年　度 取組面積（ha） 農家戸数

₂₀₀₈  ₄₂₇ ₂₅₆
₂₀₀₉  ₈₆₃ ₅₁₀
₂₀₁₀ ₁,₁₈₈ ₆₅₁
₂₀₁₁ ₁,₃₂₀ ₆₉₃
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世界農業遺産への認定

　世界的にも農業の持つ生物多様性，伝統，文化は失わ

れており，これらの保全や再生を目的とし国連食糧農業

機関（FAO）が認定するのが世界農業遺産である．主に

途上国への支援策として活用されていたが，₂₀₁₁年先進

国で初めて佐渡と能登地域が「世界農業遺産」の認定を

受けた．

　佐渡の農業が認められたポイントは ₃つある．

①トキと共生する農業が生物多様性保全に大きな役割を

果たすと共に，消費者や都市と連携し，環境と経済が

循環する農業生産体制の構築が農業の持続可能性を高

める取り組みであること．

②農業・農村が育み続けてきた伝統文化や地域の風習が

保全されていること．

③棚田（図 ₇）などの水田とともに地域の自然風景が保

全されていること．

　農業が支えてきたものは食糧の安全保障だけでなく，

能，鬼太鼓などの文化，水田が創る風景などの日本の里

山の自然，集落のコミュニティ活動など地域全体である

ことを改めて認定していただいたものと考えている．

　トキだけではなく，守られ続けてきた農業，農村，地

域，風景を未来に残すために佐渡が世界から試されてい

る．

世界農業遺産の活用から持続可能の地域づくりへ

　佐渡では世界農業遺産プロジェクトアクションプラン

を作成し，持続可能な生物多様性保全と農業生産体制，

伝統文化，美しい自然環境の保全を進めている．また，

トキと暮らす島生物多様性佐渡戦略を₂₀₁₂年策定した．

₉₀年後に人もトキも小さな生き物達も豊かな暮らせる佐

渡作ることを目的としている．農業の持続可能性を高

め，生物の多様性を育み，一方では里山（図 ₈）の価値

を発信し，農業を軸に観光と環境再生そして経済が循環

する仕組みから，生産者と消費者が食の生産や自然風景

そして生物多様性への想いが共有できる農業を佐渡で実

現していきたいと考えている．

（₂₀₁₂年₁₂月₁₅日受理）

図 ₆．子供達の生きもの調査． 図 ₇．小倉千枚田（佐渡市旧畑野町小倉）．

図 ₈．世界農業遺産に登録された佐渡の棚田の案内資料．


